
  

平成 29 年 9 月号 

                             一般社団法人高知県木材協会 

 

 

 

東京の原宿で今年も「スーパーよさこい」が

開催されました。北海道の「YOSAKOI ソーラ

ン」も有名ですが、今や全国に「よさこい」と

名の付く祭りは 100 以上あるとのことです。 

今年は高知県「協働の森づくり」事業との共

催として高知県木製品工業連合協同組合の会員

が東京に繰り出し木製品の展示販売を行いまし

た。天候も良く入場者も多かったため、高知県

産木材の販売拡大に繋がりました。 

開催日：平成 29 年 8 月 26 日(土)・27 日(日) 

 参加企業：株式会社井筒屋、ばうむ合同会社 

 

 

 

 

開催日：平成 29 年 9 月 21 日(木) 

場所：高知県民文化ホール 

人工林の多い高知県、人の手を入れてこその豊かな森林資

源、今まさにその活用の時に来ています。 

尾﨑知事の挨拶のあと協力企業への感謝状の贈呈式を行

いました。河野氏の基調講演、パネリストと奈半利・越知・

津野の各町長とのディスカッションが催されました。 

 

原宿表参道元氣祭 スーパーよさこい 2017 じまん市 

第 11 回協働の森フォーラム 

p.1 



 

 

開催日：平成 29 年 7 月 31 日(月)  

場所：東京木材会館 

「木の街づくりの推進に向けて」 

今年も木材利用推進全国会議が東京であ

りました。 

林野庁・国土交通省・文部科学省からの

取組説明、安井建築士の木造耐火建築物講

演、平成 29 年度木材利用優良施設の表彰式

が行われました。 

高知県からは高知県自治会館・高知県立

農業担い手育成センターを推薦していまし

たが、残念ながら受賞からは洩れました。 

 

 

受賞の例 

🎀 農林水産大臣賞 🎀 
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木材利用推進全国会議 



🎀 林野庁長官賞 🎀 

 

🎀 林野庁長官賞 🎀 
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林野庁資料より抜粋 
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高知市鏡庁舎 

建設地：高知市鏡小浜 7 番地   敷地面積：1166.21 ㎡   延床面積：423.85 ㎡ 

混構造：地下 1 階(鉄筋コンクリートラーメン構造)   地上 1 階(木造在来工法) 

工期：平成 28 年 5 月から平成 29 年 1 月まで 

木材使用量：48.3 ㎥ (ヒノキ 5.3 ㎥、スギ 41.8 ㎥、スギ CLT 1.2 ㎥) 

特徴：内外装はもとより、骨組みにも高知県産杉、ヒノキ材をふんだんに使用した温かみのある庁舎 

   建物中央部に市有林のスギ丸太大黒柱を配置 

   「高知県ひとにやさしいまちづくり条例」に適合したユニバーサルデザインを採用 

   外部ベンチ設置 
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高知県内の公共建築物木造化事例 その 1 



 

 

開催日：平成 29 年 7 月 28 日(金)  

  場所：高知県森林組合連合会 大会議室 

 主催：高知県林業振興・環境部木材産業振興課 

 参加者：42 人 県内参加事業体：19 社 

埼玉県の金子製材(株)の社長による基調講演の後、 

NBC コンサルタント(株)の経営者セミナーがありま

した。 

 「売上高を追求するより経費の節約が経営の好転

に繋がる」などの参考になる話が沢山ありました。 

 

 

 

 

 

開催日：平成 29 年 7 月 31 日(月)  

場所：香川県高松市 ルポール讃岐 

参加者：22 人 

全国木材組合連合会、四国森林管理局、 

四国四県の木材協会(徳島は連合会)と県庁

職員が一同に会し、共同事業についての話し

合いなど連絡調整を行いました。 

 

 

 

 

 

 

開催日：平成 29 年 8 月 1 日(火)  

場所：香川県善通寺市 

   第 74 番札所 医王山多宝院甲山寺 

  

林野庁 28 年度補正予算を活用し、四国各県の

団体がそれぞれ各県内の霊場へ木製ベンチの設

置を行っています。 

 高知県木材協会の小川会長は全木連の四国支

部長を担っており、四国四県の代表者と共に四

国霊場会の会長大山住職の甲山寺で記念式典を

行いました。 

四国 88 ヶ所霊場会への木製ベンチ設置 

事業戦略啓発セミナー 

四国四県木材協会等団体長会議 
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開催日：平成 29 年 9 月 9 日(土) 

場所：馬路温泉会議室 

参加者：15 人 

 平成 29 年度の第 1 回検討会です。 

今年の課題物件は四万十町美馬旅館の建築設

計、昨年開発したラーメン工法と重ね透かし

梁工法の改良版の試験などの打ち合わせを行

いました。 

 

 

 

 

 

 

開催日：平成 29 年 9 月 20 日(水) 

場所：ちより街テラス 3F ホール 

参加者：56 人 

株式会社 HIKARIの宇田津社長をお招きし、 

「私の木材業界のかかわり及び土佐材への思

い」と題して講演を行って戴きました。 

人口減や消費税増税に伴いこの先業界はど

うなって行くのか、先読みの経営手腕を披露し

ていただきました。 

 

 

 

 

開催日：平成 29 年 9 月 22 日(金) 

場所：木材協会 1F 会議室 

参加者：19 人 

このところ積極的に会員を増やしてきた木

工連、加盟企業数は昨年度末の 19 社から一気

に 28 社になりました。 

成果の出る取組を求めて具体的な作戦会議

を行いました。統一ロゴマークを新たに作成し

て、県外の展示会に出展して行くなどが話し合

われました。 

非住宅建築物木造化促進事業検討会 

平成 29 年度木材協会経営セミナー 
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高知県木製品工業連合協同組合 全体会 



 

 

「なぜ、人は減り続けるのに、家は増え続けるのか」 

～過剰な住宅を抱える社会の処方箋～ 

 

開催日：平成 29 年 9 月 23 日(土)  

     場所：高知県立人権啓発センター6F ホール 

     参加者：約 100 人 

 公益社団法人高知県自治研究センター主催による空き家問題を考えるシンポジウムが開催され、不動産

や建築関係を中心に多数の方が熱心に聴講されました。 

 第一部では野澤千絵教授（東洋大学理工学部建築学科）が基調講演を、第二部ではパネルディスカッシ

ョン（パネラー4 名：野澤教授、(一財)日本不動産研究所の山田浩二氏、(株)ライフ・カラーズの岡本明才

氏、高知市都市建設部長の門吉直人氏、コーディネーター：高知県自治研究センター理事の山村一正氏)が

行われました。 

 1968 年に住宅総数が世帯総数を上回って以来、一貫して住宅のストック数が右肩上がりに増え続け、

2013 年で 820 万戸になっていて、都市のスポンジ化（「負動産」や、放置・放棄化した空き家の増加）が

進行しています。 

野村総合研究所は 2033 年には 3 戸に 1 戸が空き家になると予測し、住宅過剰社会の末路として「老い

る家、崩れる街」化が危惧されています。 

住宅過剰社会における都市計画・住宅政策のあり方として、都市計画と他分野との密な連携が重要な局

面になっていて、2014 年 8 月に空き家問題とは関係なく、住宅及び医療施設、福祉施設、商業施設その他

の居住に関する施設の立地を適正に誘導する計画（立地適正化計画）が施行され、2017 年 7 月現在、全国

で 348 都市（高知市、南国市、土佐市、須崎市を含む）が策定済・策定中の状況です。 

住宅過剰社会から脱却するために地方自治体ができることとしては、①住宅総量と居住地面積をこれ以

上増やさないこと、②既にある住宅・居住地の再生や更新を重視する枠組みを行うことがあげられ、スポ

ンジ化解決には住宅政策と都市計画の連携が必須です。そこで、空き家利活用の手法として、テナントリ

ーシングやマッチングを行える「空き家提案バンク」が示されました（野澤教授講演より）。 

 木造住宅建築を推進している当協会にとって、①住宅過剰社会は日本を崩壊しかねないこと、②解決に

向けて早期に取り組む必要があることなどを認識させられました。 
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シンポジウム 空き家問題を考える 



 

 

 

写真は千本山保護林の中の魚梁瀬杉 

伐採が休止されることが決まっている魚梁瀬杉の天然木、平成 29 年 9 月 15 日から最後の伐採が行われ

ています。和室が減り、天井板などの需要や高級品に対する価値観の変化で、価格はこの四半世紀で 8 分

の 1 にまで落ち込んだと言われています。資源の減少を防ぐため、自然保護という理由、本当のところは

出材コストとのバランスに原因があるように思えます。「伐ってこその資源、伐らなければ山の中の大木」

と嘆く銘木事業者の声もありました。 

やがて時を経て、またその価値が増すまで暫くの間お休みください。 

最後の伐採は馬路村内の和田山国有林 9.25ha にある平均樹齢 250 年程度の 58 本、 

搬出予定量は約 500 ㎥ (高知新聞の記事を参照) 

 

 

魚梁瀬杉の天井板 

高知新聞 9/12 の記事 
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魚梁瀬杉 最後の伐採へ 



 

 

1. 消費地商談会事業 

 

かがわ家博 

平成 29 年 8 月 19 日(土) 

       20 日(日) 

場所：サンメッセ香川  

来場者：2,928 組 

    10,248 人 

 香川県内の工務店グループ

が消費者向けイベントを開催

しました。 

主催工務店：19 社 

協力企業：82 社 

ブース：100 コマ 

来客多数で賑わったイベント

となりました。 

 

  

 

参加会員： 

レイホク木材工業協同組合、 

ばうむ合同会社、 

株式会社吾川森林、 

   梼原町森林組合、 

   協同組合ドライウッド土佐会、 

   株式会社なかよしライブラリー、 

   高知県木製品工業連合協同組合(クルミ工房) 

来年は高松市内で、今回参加した工務店(19 社)が

各 1 棟ずつ住宅展示場を建築する予定です。 

 

土佐材流通促進協議会 
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2. 展示会事業 

 

① 扇木材(株)  第7回土佐材まつり 

 平成29年7月26日(水)  場所：ナイス(株)福岡市場 

 来客数：約80人   展示品：杉・桧の役物中心 約140㎥  販売：約110㎥・約1,290万円 

 

  

② 岡山扇木材(株)  第42回ナイスふれあいフェア 土佐材コーナー 

 平成29年9月7日(木)・8日(金)  場所：ナイス(株)岡山市場 

 来客数：約1,100人(2日間)   展示品：桧の一般材・役物 約50㎥(扇+竜野)  

 販売：出展の約4割を販売・約100万円(岡山扇コーナー) 

        出展の約8割を販売・約100万円(竜野ハウジングコーナー) 
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資料（1）全国住宅着工戸数 

 

平成２９年　　７月分着工新設住宅戸数：利用関係別・都道府県別表 （単位：戸、％）

対前年 対前年 対前年 対前年 対前年 対前年 対前年

戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比

北海道 3,595 7.5 1,187 -0.7 1,939 7.1 24 14.3 445 40.8 233 83.5 193 2.1

青森 729 6.1 403 5.8 283 0.7 1 -50.0 42 82.6 0 0.0 42 82.6

岩手 781 -3.2 394 -5.1 331 -6.8 2 100.0 54 50.0 0 0.0 54 50.0

宮城 2,269 12.9 568 -19.3 877 -12.3 2 -71.4 822 175.8 548 2,784.2 274 -1.8

秋田 336 -8.4 232 -9.0 79 -15.1 2 0.0 23 35.3 0 0.0 23 35.3

山形 528 -18.5 322 -7.5 152 -29.3 3 200.0 51 -39.3 0 0.0 47 -44.0

福島 1,234 -26.4 543 -24.1 567 -20.9 2 -89.5 122 -45.8 0   -100.0 122 -8.3

茨城 2,053 5.6 894 5.7 776 -7.6 42 4,100.0 341 32.7 68     -   273 6.2

栃木 1,095 -21.4 538 -7.7 368 -26.3 0   -100.0 189 -37.2 0   -100.0 189 -6.4

群馬 1,205 -2.2 548 -3.0 455 -2.2 6     -   196 -3.0 0 0.0 196 -3.0

埼玉 4,986 -4.7 1,354 -3.9 1,949 -18.9 13 1,200.0 1,670 17.9 186 141.6 1,448 9.3

千葉 4,585 -0.5 1,164 -2.7 1,839 -4.8 71 2,266.7 1,511 2.4 489 -2.6 1,021 5.7

東京 10,350 -9.6 1,203 -17.8 5,678 -3.4 27 -6.9 3,442 -15.6 2,089 -9.2 1,290 -26.5

神奈川 6,655 1.3 1,397 -0.9 2,611 -10.9 8 300.0 2,639 18.3 1,083 69.2 1,443 -4.3

新潟 1,121 -28.3 604 -16.0 349 -54.4 3 50.0 165 114.3 70     -   95 23.4

富山 445 -22.6 248 -26.8 170 -16.7 1     -   26 -18.8 0 0.0 26 -7.1

石川 650 -22.4 360 -7.9 232 -18.3 0   -100.0 58 -15.9 0 0.0 58 -15.9

福井 362 4.0 211 -8.3 128 106.5 0   -100.0 23 -58.2 0   -100.0 23 -37.8

山梨 393 -22.3 192 -25.0 95 -55.2 0 0.0 106 178.9 84     -   22 -42.1

長野 1,056 -13.4 602 -16.4 345 -9.7 6     -   103 -12.7 18     -   85 -28.0

岐阜 965 -0.2 548 -3.4 254 25.1 2 -33.3 161 -17.0 0   -100.0 161 7.3

静岡 1,838 -22.0 1,041 -17.4 452 -36.1 2 -80.0 343 -9.3 51 -32.0 292 -3.6

愛知 5,849 5.1 1,729 -5.2 2,914 23.3 55 -6.8 1,151 -12.6 159 -61.5 990 9.5

三重 848 14.6 443 -9.2 288 57.4 52     -   65 -5.8 0 0.0 65 -5.8

滋賀 744 -29.7 343 -17.7 288 -8.3 1     -   112 -65.7 30 -87.4 82 -6.8

京都 1,722 5.2 428 -8.7 658 -23.6 0   -100.0 636 114.9 387 1,333.3 249 -7.4

大阪 6,229 2.1 955 2.8 2,720 -0.0 6 -76.9 2,548 5.0 1,545 -2.5 1,003 19.3

兵庫 2,918 -3.8 875 -5.9 1,269 -11.1 5 400.0 769 14.3 314 74.4 447 -8.6

奈良 479 -11.3 228 -6.6 135 -16.7 0 0.0 116 -13.4 0 0.0 116 -13.4

和歌山 509 -22.8 286 4.8 159 112.0 0   -100.0 64 -79.2 0   -100.0 64 23.1

鳥取 299 13.7 158 30.6 81 -42.1 1     -   59 2,850.0 57     -   2 0.0

島根 301 12.3 152 42.1 142 37.9 0   -100.0 7 -87.7 0   -100.0 7 -36.4

岡山 947 -27.5 464 -16.8 347 -33.1 1 -98.9 135 -2.9 52 -7.1 83 0.0

広島 2,002 15.7 527 7.8 722 -9.6 1 0.0 752 70.1 482 153.7 246 -2.4

山口 497 -44.0 316 1.9 124 -66.7 1 -99.4 56 14.3 0 0.0 56 14.3

徳島 469 8.8 174 -4.9 272 65.9 0   -100.0 23 -70.1 0   -100.0 23 91.7

香川 753 47.1 231 0.4 362 42.0 0 0.0 160 492.6 135 6,650.0 25 0.0

愛媛 588 -11.4 253 -18.9 233 2.6 14 600.0 88 -28.5 40 -54.5 48 37.1

高知 322 13.0 121 -4.0 173 26.3 12 1,100.0 16 -23.8 0 0.0 16 -23.8

福岡 3,429 8.2 813 -6.1 1,500 -12.0 34 -10.5 1,082 93.2 694 212.6 388 14.8

佐賀 544 -17.1 193 -17.2 261 -30.4 1 0.0 89 89.4 49     -   40 0.0

長崎 610 6.1 225 -6.3 330 26.0 6 -57.1 49 -16.9 27 17.4 22 -38.9

熊本 1,672 49.0 681 56.9 898 66.6 16 166.7 77 -46.2 0   -100.0 77 -26.0

大分 628 1.6 249 0.0 208 -15.4 3 -84.2 168 61.5 110 129.2 58 3.6

宮崎 553 -1.3 232 -16.2 274 17.6 0 0.0 47 -6.0 0 0.0 47 -6.0

鹿児島 1,176 10.2 416 5.6 618 48.9 32 433.3 110 -56.3 0   -100.0 110 32.5

沖縄 1,915 33.7 325 35.4 1,460 59.9 4 0.0 126 -54.2 59 -75.7 67 168.0

合　計 83,234 -2.3 25,370 -5.7 36,365 -3.7 462 -29.6 21,037 5.7 9,059 15.2 11,708 -1.3

北海道 3,595 7.5 1,187 -0.7 1,939 7.1 24 14.3 445 40.8 233 83.5 193 2.1

東北 5,877 -5.1 2,462 -12.6 2,289 -14.0 12 -62.5 1,114 63.1 548 515.7 562 -1.7

関東 32,378 -5.2 7,892 -6.6 14,116 -9.1 173 276.1 10,197 0.8 4,017 11.0 5,967 -6.3

北陸 2,578 -22.4 1,423 -15.2 879 -33.2 4 -95.9 272 16.7 70 288.9 202 -4.3

中部 9,500 -1.3 3,761 -9.1 3,908 13.0 111 54.2 1,720 -12.2 210 -60.5 1,508 5.8

近畿 12,601 -3.3 3,115 -4.5 5,229 -6.0 12 -70.7 4,245 1.9 2,276 -0.5 1,961 4.7

中国 4,046 -9.2 1,617 2.0 1,416 -26.7 4 -98.4 1,009 46.4 591 102.4 394 -0.8

四国 2,132 12.7 779 -8.5 1,040 32.8 26 160.0 287 15.7 175 12.9 112 20.4

九州 8,612 10.9 2,809 4.3 4,089 8.3 92 9.5 1,622 33.5 880 75.6 742 5.0

沖縄 1,915 33.7 325 35.4 1,460 59.9 4 0.0 126 -54.2 59 -75.7 67 168.0

首都圏 26,576 -4.6 5,118 -6.6 12,077 -8.1 119 240.0 9,262 0.7 3,847 9.3 5,202 -6.3

中部圏 9,500 -1.3 3,761 -9.1 3,908 13.0 111 54.2 1,720 -12.2 210 -60.5 1,508 5.8

近畿圏 12,601 -3.3 3,115 -4.5 5,229 -6.0 12 -70.7 4,245 1.9 2,276 -0.5 1,961 4.7

その他地域 34,557 -0.4 13,376 -4.7 15,151 -2.8 220 -56.7 5,810 27.0 2,726 78.9 3,037 0.9

うち一戸建総数 持家 貸家 給与 分譲 うちマンション

政府統計資料による 

住宅着工情報 
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資料（2）全国の月別新設住宅着工戸数(26 年度～29 年度)   29 年 7 月まで 

 

平成 29 年 7 月の全国の新設住宅着工戸数は 83,234 戸で前年同月より 2.3％減とやや減少した。持

ち家（注文住宅）は、前年同月比 5.7％減の 25,370 戸と減少した。貸家は、同 3.7％減の 36,365 戸と

やや減少した。分譲住宅は、一戸建てが同 1.3％減の 11,708 戸とやや減少し、マンションは同 15.2％

増の 11,708 戸となった。持ち家や戸建て分譲住宅はほぼ横ばいで推移しているが、分譲マンションは

増加となった。また、賃貸は今回はやや減少となったが、相変わらず高水準で推移している。今後し

ばらくはこの様相で推移しそうだが、今後資材の値上げの様相や、首都圏を中心にオリンピック関係

の工事や海外旅行者の増加によるホテルの建設ラッシュ等もあり、建築関係者の人手不足や物流面で

のトラック不足などがが懸念される。 

 

資料(3) 四国の月別新設住宅着工戸数(平成 26～29 年度)    29 年 7 月まで
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資料(4) 高知県の月別新設住宅着工戸数(平成 26～29 年 7 月まで)  

 

 

高知県の平成 29 年 7 月の住宅着工戸数は、前年度比 13.0％増の 322 戸となり、2 か月連続で大幅に増

加した。持ち家は、前年同月比 4.0％減の 121 戸だった。貸家は同 26.3％増の 173 戸と大幅増となり相変

わらず好調だ。分譲は同 23.8％減の 16 戸で、内訳は全部住宅だった。県内の新設着工住宅は、全体的に

好調を維持しているが、貸家が全体を押し上げている。今後の推移は資材等の値上げも見込まれているこ

とや貸家次第だが、年末までは同水準で推移する見込み。 
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H26 209 133 233 235 277 284 251 285 187 192 211 258
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H29 351 176 354 322
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資料(5) 製品市況 関東市売り場(28 年 9 月～29 年 9 月 4 日まで) 木材ウイークリー参照 

 

備考：同価格のものはグラフが重なって見えるものもあります。 

平成 29 年 9 月の国産材製品市況は、プレカット工場等については 8 月に入って総じて高めに稼働して

いて、桧土台をメインにして一般構造材が強めで推移している。羽柄材、小割材なども安定的に推移して

いて保合～強保合で推移している。輸入材や集成材等は現地のラミナ高などの影響もあって、強保合で推

移しており、米松 KD や RW は値上げの様相である。役物は昨年同様に引き合いが少なく、弱保合で推移

している。 

 現在、各消費地では九州産製品の送りが少なく、市場・問屋などでは製品が確保しにくくなっていて、

今後しばらくは強保合で推移する見込み。 

 

写真は福岡扇木材(7/26)土佐材まつり 
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資料(6) 平成 28 年～29 年丸太市況 桧 3～4ｍ（久万広域森林組合分）平成 29 年 9 月 15 日迄 

 

平成 29 年 9 月の桧丸太価格は、製品市況において土台や柱など一般材を中心に荷動きが好調なことや、

夏場で出材が減少していたことなどにより、盆明けからすべての部材が強保合で推移している。現在、構

造材や羽柄材、小割材の荷動きは好調で、今後需要期に入ってくるため、丸太もしばらくは強保合で推移

する様相。合板用丸太やラミナ用、梱包用材、チップ・バイオマス用材等の低質材もサイプレスの稼働の

影響もあり、強保合で推移している。今後は秋からの出材の増加が待たれるが、しばらくは強保合で推移

する見込みである。また、役物は一部商品を除いて弱保合で推移しているが、丸太不足によりこちらも今

後は強保合に推移してゆく様相である。 

 

資料(7) 平成 28 年～29 年丸太市況 杉 3～4 ｍ(久万広域森林組合分) 平成 29 年 9 月 15 日迄 

 

平成 29 年 9 月の杉丸太価格も桧丸太と同じ様相を呈している。 
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平成 29 年 9 月の商況は、全体ではプレカット工場の稼働が全国的に 8 月からは高めの水準で推移してお

り、そのため国産材製品相場は KD桧土台角や杉・桧柱角、間柱などを中心にオーダーが出ていて、保合～

強保合で推移している。また、役物需要は全体的には低調な推移になっており、全国的に弱保合が続いて

いる。また、米松やＲウッド集成平角は全体的に強保合で値上げ基調で、Ｗウッド集成管柱、構造用合板

などは、保合～強保合で推移している。今後は需要期に入り、しばらくは丸太・製品とも強保合の様相で、

丸太の出材が期待される。 

 

(1)  丸太相場 

 

四国の国産材丸太相場は、夏場の端境期で出材が減少して

いる中で製品需要が全体的に好調で、それに合わせて丸太価

格も盆明けより保合～強保合で推移している。また、合板用

やラミナ用、梱包用、チップ用やバイオマス用の低質材は、

桧は強保合、杉は保合で推移しており、一般材と低質材の価

格差が少なくなってきている。今後は、需要期に入り製品需

要も年末までは好調に推移する見通しで、少しでも早めの出

材が待たれており、今後も全体的に保合～強保合で推移する

見込みである。 

 

 

（注） 3 桁は本売り、それ以外は㎥あたり円 
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(2)  国産材製品相場 

9 月の国産材製品は、8 月が九州を中心にして全国的

にプレカット工場の稼働が高く、桧 KD 土台角や桧・杉

KD 柱角等の構造材や桧・杉間柱等の羽柄材、小割在な

ど引き合いが多く、九州産製品の入荷が少ないことから

全国的に保合～強保合で推移している。今後は年末にか

けて需要期で年末まではこの様相で推移する見込みで

ある。役物は全体的に低調で、枠材用やフローリング・

壁板等の板材はある程度の需要があるものの、役柱や敷

居・鴨居材等は弱保合で推移していて、役物工場は販売

面で苦戦している。こちらは需要期による回復が待たれる。 

 

 

 

（3） 米材 

9月の国内挽き米松製品は、米国内需要の丸太価格が相変わらず好調で現地の丸太需要が活発なことや、

中国向けの丸太輸出も堅調なことで需給が引き締まった状態が続いていて、9 月積みの丸太価格前月比 30

ドル高と 2か月連続して値上がりした。このため、大手国内製材挽きの製品は 2,000～3,000円値上げした。

合板向けも続伸している。輸入製品も強保合で推移している。色物は全体的に品不足で強保合、米ツガも

米松同様強保合で推移している。 

 

首都圏市場の木材標準相場表　          　(単位 ： 円/㎥)

品目 樹種 寸　　法 等級 8月

間柱 杉（KD) 3Ｍ　30×105mm 特　等 53,000 53,000

9月

柱角 杉（KD) 3Ｍ　105mm角 特　等 52,000 52,000

柱角 桧（KD) 3Ｍ　120mm角 特　等 58,000 58,000

柱角 桧（KD) 3Ｍ　105mm角 特　等 60,000 60,000

土台角 桧（KD) 4Ｍ　120mm角 特　等 60,000 60,000

土台角 桧（KD) 4Ｍ　105mm角 特　等 63,000 63,000

首都圏市場の木材標準相場表(国内挽き）　　　　　　　　　(単位 ： 円/㎥)

樹種 　寸　　法 等　級 8月 9月

平角 米松グリン 4M　105×270mm 特　等 44,000 46,000

平角 米松KD 4M　105×270mm 特　等 55,000 57,000

タルキ 米松KD 4M　45×　45mm 特　等 56,000 58,000

角材 米松KD 4M　105mm角 特　等 56,000 58,000

注入土台角 米ツガ 4M　105ｍｍ角 特　等 56,000 56,000

筋交い 米松グリン 4M　45×105ｍｍ 特　等 45,000 47,000

首都圏市場の木材標準相場表(輸入品）　　　　　　　　(単位 ： 円/㎥)

角材 米松KD 4M　105mm角 特　等 53,000 53,000

注入土台角 米ビバＦＯＨＣ 4M　105ｍｍ角 特　等 78,000 78,000

タルキ 米松KD 4M　45×60ｍｍ 特　等 55,000 55,000

平割 米松KD 3M　45×90ｍｍ 特　等 55,000 55,000

p.18 

 

 



（4） 欧州材・ロシア材 

9 月の欧州材は、産地価格が一部を除いて全面高の様相とユーロ高で輸入コストは大幅に上がる見込み

だ。特にラミナは代替え品が無いだけに、集成材メーカーは製品への価格転嫁を進めている。R ウッド集

成平角は、強保合で推移し 9 月から値上げで 6 万台が見込まれている。W ウッド集成管柱も、R ウッドほ

どではないが、荷動きは良くわずかな値上げが見られる。W ウッド KD 間柱は入荷が減少傾向で保合で推

移している。今後、需要期に入り、全体的には強保合で推移する見込み。ロシア材は輸入製品の減少で、

ホームセンター向けの製品出荷は好調だが相場を押し上げるほどの力は無く、価格は保合で推移している。 

 

 

 

 

（5） ＮＺ・チリ材 

9 月の NZ・チリ材は、現地丸太は中国・韓国の引き合いが強く、現地丸太価格はコスト高が続いている

中で、荷動きの不振が続いている。今後全般に輸出梱包関係の需要は上向きつつあるようだが、ラジアタ

松を必要とするプラント関係等の重量梱包の需要は減少傾向で、国内向け流通の動きも鈍い。パレット向

けも定期の引き合い以外には案件が少ない。このため、各大手国内挽きメーカーは、製品価格の値上げの

意向を示しているが、荷動きが出ないと今後の値上げが難しい様相で、秋需が期待されている。 

 

 

 

集成平角（国産） Rｳｯﾄﾞ 4M　105×240mm 特　等 58,000 58,000

首都圏市場の木材標準相場表　　　　　　　　(単位 ： 円/㎥)

樹種 寸法 等　級 8月 9月

間柱（欧州産） Wウッド（KD) 3M　27　×105ｍｍ 特　等 50,000 50,000

集成管柱（国産） Wウッド 3M　105mm角 特　等 1,890 1,890

集成管柱（欧州産） Wウッド 3M　105mm角 特　等 58,000 58,000

集成平角（欧州産） Rｳｯﾄﾞ 4M　105×240mm 特　等 58,000 58,000

ラミナ Rｳｯﾄﾞ 乱尺 38,000 38,000

ラミナ Wｳｯﾄﾞ 乱尺 38,000 38,000

ロシア胴縁 アカ松KD 3.8M　16×40ｍｍ 特　等 70,000 70,000

ロシアタルキ アカ松KD 3.8M　35×35ｍｍ 特　等 62,000 62,000

割板 ラジアタ松 4Ｍ　15×240mm 特　等 39,000 39,000

梱包関連標準相場表　　　　　　　　(単位 ： 円/㎥)

樹種 寸　　法 等　級 8月 9月

割角 ラジアタ松 4M  27×　85mm 特　等 37,000 37,000

p.19 

 

 



（6） 針葉樹合板 

9 月の国産針葉樹合板は、大手プレカット会社を中心とする直需ルートからの引き合いが堅調な中で、

木建ルートから盆明けからの仕事に備えた注文が 8 月上旬に集中し、トラック便等の手配もあり、納期遅

れも出始めている。国内合板メーカーが増産体制を続けてきているが、旺盛な出荷が続く中で、在庫量も

十分とはいえず、秋需に入り在庫量も減少していく見通しで、強保合で推移し再び品薄感が強まる懸念が

出ている。 

 

 

 

（7） プレカット 

全国の 9 月のプレカット会社の受注状況は、盆明けより秋需が本格化しており、やや受注格差が見られ

るものの、全国受注平均は高水準だ。大手工場や、分譲住宅・賃貸住宅の加工比率が高い工場は受注が安

定しており、10 月以降も堅調に推移する様相。地場工務店は、受注がバラついており今後の推移は不安定

な様相。非住宅物件も徐々に増えてきているが、物件数にも地域差が見られる。年内の見通しは受注状況

次第だが、大手メーカーや分譲住宅、アパートなど集合住宅は堅調で、昨年並みに推移する様相だ。資材

は、R ウッド集成平角や、米松関係の製品は秋に値上げがあり、国産材も桧 KD 土台や杉 KD 管柱も供給が

少なく、強含んでいる。また、合板も値上げ基調で、受注のある工場では仕入れを強化し始めている。 

 

 

 

 

針葉樹構造用合板 JAS 24ｍｍ　910×1820ｍｍ 1,920 1,920

針葉樹構造用合板 JAS 28ｍｍ　910×1820ｍｍ 2,240 2,240

針葉樹構造用合板 JAS 12ｍｍ　910×1820ｍｍ 1,000 1,000

針葉樹構造用合板 JAS 15ｍｍ　910×1820ｍｍ 1,330 1,330

首都圏針葉樹構造用合板関連相場表　（大阪地区）　　　　　　　単位　円/枚

樹種 寸法 8月 9月

プレカット稼働調査（全国平均表）

8月（実績） 前年比 9月（受注） 前年比 10月（見込） 前年比

8月 9月 10月

単位：％

91.5

東　北 77.0 90.0 96.0 113.0 79.0 78.0

北海道 130.7 98.5 142.3 111.8 100.0

108.6

中　部 87.3 96.0 98.7 107.3 104.3 96.7

関　東 97.5 101.3 105.4 107.0 102.0

118.3

中　国 93.5 101.5 124.0 103.0 98.0 110.0

関　西 92.0 105.6 95.3 107.0 101.6

92.5

九　州 91.5 96.0 106.0 83.5 ― ―

四　国 99.0 95.5 110.0 99.0 105.0

99.3

日刊木材新聞・木材建材ウークリー他参照

全国平均 96.0 98.1 109.7 103.9 98.5

p.20 

 

 



 

香美市香北支所 

 

 

「アンパンマン達」がお出迎え 

 

 

 

香美市の木材をふんだんに使っています。 

香美市物部支所 

 

 

図書コーナーも木の香りが漂う 

 

防災対策も充実しています 

p.21 

 

 

高知県内の公共建築物木造化事例 その 2 
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高知県木材協会では第 43 回木材まつりを開催します。 

 

素材の部 

 

開催場所：高知県林材株式会社 

 

開催日：平成 29 年 10 月 24 日(火) 

         午前 10 時開市 

 

展示物件及び出品予定量 

 国有林材(委託材を含む) 500 ㎥ 

 民有林材       1,000 ㎥ 

------------------------------- 

            計     1,500 ㎥ 

 

 

 

製材品の部 

 

開催場所：協同組合高知木材センター 

 

開催日：平成 29 年 11 月 16 日(木) 

         午前 9 時開市 

 

展示物件及び出品予定量 

 国有林材製品    250 ㎥ 

 民有林材製品    500 ㎥ 

------------------------------- 

            計    750 ㎥ 

 

 

 

 

 

 

木材まつり (告知) 

p.29 



 

p.30 

 

 



 

 

 

高知県産杉を使ったログハウスを施工しているアイビーログ工房が土佐山田でカフェを運営しています。 

 

 

カフェアイビー 

場所：香美市土佐山田町佐竹 17-1  

営業日：月・火・土・日 

営業時間：11:00～16:00 

 

杉田発電所ダム湖の水面に手が届きそうな席 

 

自家製ベーコンをトッピングしたカレー 

p.31 

いい空間 木の喫茶店 (シリーズ第 2回) 



行事予定 

10 月 7 日(土)・ 8 日(日) ウッディフェスティバル（サンメッセ香川） 

21 日(土)・22 日(日) 山西プロウッドスタイルフェア (名古屋市) 

22 日(日) 水都おおさか森林の市 (近畿中国森林管理局) 

22 日(日) 木と人・出会い館 15 周年記念誌の出版を祝う会 

24 日(火) 木材まつり素材の部 (高知県林材株式会社) 

28 日(土)・29 日(日) もくもくランド(高知市中央公園) 

11 月 2 日(木) 株式会社太洋木材市場 土佐材まつり (高松市) 

 9 日(木) 全国木材産業振興大会（奈良市） 

 12 日(日) 幡多山もりフェス (四万十川河川敷) 

 15 日(水)～17 日(金) ジャパンホームショー (東京ビッグサイト) 

 16 日(木) 木材まつり製材品の部（協同組合高知木材センター） 

 16 日(木)～18 日(土) ものづくり総合技術展 (高知ぢばさんセンター) 

 17 日(金) 丸宇木材市売株式会社 土佐材展示会（茨城県下館市場） 

24 日(金) 素生協主催・優良材展示即売会 (高知県林材株式会社)  

12 月 13 日(水) 大阪木材相互市場株式会社 高知県産材フェア（大阪市） 

 

 

 

 

写真は「かがわ家博」の高知県産木製品のコーナー(29/8/20) 

 

 

 

 

次世代へつなぐウッドファースト社会目指して 

 

 

一般社団法人高知県木材協会 

 〒780-0801 高知市小倉町 2 番 8 号 

 TEL:088-883-6721 FAX:088-884-1697 

 http://www.k-kenmoku.com 
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